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久留米市からの熱い応援メッセージ（Ｔ岡田さんのご提供）


















シャンテ子より：この号をふくめて４月号から７月号、定演特別号へと協力、ご投稿くださった皆様、Ｓ奥田和代・Ｔ岡忠男・Ａ池内サチ子・Ｂ上田喜一・Ｔ本多峯朗・Ｓ禰占奈美江・Ｂ稗島州男・Ｔ秦井祥雅・Ｔ岡田重信、の皆さまに厚く御礼申し上げます。お陰で内容が豊富になりました。７月号の中身を考えて本日臨時号を出すことにさせていただきます。


緊急提言：上記のように１ステが譜持ちＯＫとなりました。東混と共に歌った３曲はしっかり暗譜できていた方も多かったはずです。アニメも随分やってほぼ暗譜ＯＫでしょう。「風が」もそんなに覚えにくい曲ではありませんし、まだたっぷり５週間ありますから、暗譜努力には十分でしょう。先生の温情は嬉しいが、昨年全曲暗譜をやってのけた我々をお客様に見ていただくにあたり、「ああ、よかった。」と感想を頂かないわけにはいきません。そのために団員個々が毎日できる最大の努力が暗譜です。「持っていいです」と言われた曲も覚えてしまいましょう。楽譜はステージ上では『お守り』というつもりで持ちましょう！！！「筑後川」はじめ３ステの曲は当然暗譜です。がんばりましょう。





連絡事項６月５日：暗譜について。第３ステージ「筑後川」「夜の歌」「大地讃頌」「歌声を世界に」は楽譜無しのままですが、１と２のステージは譜持ちとなりました。青い表紙の愛唱歌集にカバー（団持ち）をつけて持ちこみます。先生曰く「せっかく負担を減らしたのだから、それだけいい演奏にしましょう。」なお、「アニメ」途中の手打ちは無しです。下段関連記事。








シャンテ担当者古畑　等から


皆さんの原稿をお願いします。６月号・定演号などはほぼ出来ましたが、今後も原稿をお願いします。特に新入団等、未投稿の方は積極的にお願いします。下記のメルアドで古畑までご投稿していだだけます。　　


１００６ｆｍｈｉｙ＠ｊｃｍｏ．ｚａｑ．ｎｅ．ｊｐ





※団の※ホームページ　団員専用コーナーへは次のID番号でお入りください。





























五月二十二日（土）


ＶＴは和田先生。ジラーレの練習。①音を鼻腔に回し間平ちゃんのハヘハヘ。②のどの奥を下げる生あくびの形。③高音を頭の後ろから前に回す頭声。発音は、鳥のくちばしがあるように鼻の前方へ出す。④臍下丹田で呼気をささえる。この四つを強調されました。ＰＰで響きを出すがまんの練習をしました。福井雅志先生の男性団員個人レッスンもありました。


練習曲はまず「さんぽ」からアニメソング。ツッツツッツ担当、ポの担当、脇田さんのリコーダー音合わせなどを決めました。なお、男声三名、女声一名のソロさんが決まりました。ソリスト、頑張ってください。「筑後川」出だしを何度もやりました。母音だけで「いあ　うあえあ　ああいお　ああー」を繰り返し音出しをして「母音の響きは連続しています。」との先生の指摘。あらあら不思議やな、ピッチのたるみがなくなってきた。これが貞松マジックか。練習最後は「大地讃頌」でシメました。





五月三十日（日）午後一時～五時（男声練習）


和田先生のＶＴ。ジラーレ（二十二日記録参照）でした。まずＢＲＲＲ。これで鼻腔に響かせ喉の奥を開けると高い音が楽に出る。不思議不思議。和田マジックや～。福井雅志先生もご来場で八名の男性








２０１０年６月１３日　　　　作成責任及び文責　古畑　等


　　　　　　　　　　　　　　　　本号　両面です





団員投稿「入団の御挨拶ですが、はじめまして？？？」（Ｓ禰占　奈美江(ねじめ　なみえ）


こんにちは。2009年11月に入団しました、ソプラノの禰占　奈美江(ねじめ　なみえ)と申します。シャンテでの御挨拶が遅くなり、申し訳ございません。以前、貞松先生とのご縁で富田林混声に入団し、第2回の定期演奏会(震災組曲)から参加させて頂いていたのですが、一度退団したという経歴のため、新入団、ではなく再入団、ということになると思います。皆様、ただいま帰りました！初めての方、初めまして！！宜しく御願い致します。


今からおよそ6年前、就職先の仕事上、土曜日も長時間拘束されることは必須だったので、やむなく合唱はあきらめて退団したのですが、昨年4月に転職して、めでたく自由時間が出来ました。歌熱再燃。すばるホールは少し遠いけれども通える範囲。移動手段(ﾏｲｶｰ)も確保。貞松先生は京都人になってしまったけれど、まだ富混で指揮していらっしゃるみたいだし。丁度再入団条件も満たした(確か5年間は再入団不可という規約があったような)、よしもう一度！！！ということで、練習の見学に行ったのが昨年11月のことです。


退団してから5年(！！)　も経っているから、知らない人ばかりになっているのではと、おそるおそる、すばるホールリハーサル室を覗いてみましたが。知った顔がいっぱい(^o^)。とても嬉しかったです。


再入団して真っ先に感じたのが「レベルアップ」。以前に比べて格段に上手くなっていると感じました。やはり東京混声との共演が大きいのでしょうね。私も参加したかったです！！好きだったことなのに、5年間全く歌っていなかったことに自分でも驚いています(鼻歌くらいは歌ってましたけれど)。復帰して最初の練習は筑後川。知っている曲でひとまず安心、そして嬉しかったのですが、やっぱり高音部分は出なくて。成り行きで自然とソプラノの場所に居るけれど、このままでもいいのかしら、声チェック受けてないけれど。と心配していました。


は、音は自分では出せていると信じて(^^;)いるのですが、まだまだまだまだ…練習が必要だと感じています。歌う筋肉を全く使っていなかったので、今は無理は禁物。と自分に言い聞かせて、あんまり張り切ることのないように気をつけています。だからと言って、気を抜いているわけではけっしてないのですが。その方法で、合宿でも最後まで体力と声が保ったので(あんなに夜、頑張ったのにも関わらず^^;)、そこのところの調節は、そこそこ、自分なりには出来てはいるのかなぁと思っています。


今このように、いろいろ考えてみたりもしてはいますが、結局、一番の感想は


「やっぱり、合唱って、すっごく楽しい！！」ということです。今は本当に楽しくて、楽しくて。ハーモニーが好きだったりする部分では特に、気分が抑えきれないくらいどんどこ高まっていってしまうこともあります。これは最近歌っていなかったことも大きく影響していそうですけれどね。復帰して良かったです。


歌うことは趣味ではありますが、私は、もっともっと発声などの練習をして、上手になって、いろいろな表現ができるようになりたい。と思っています。先生方、合唱団の皆様、これからどうぞ宜しく御願い致します。


（紙面編集の都合で定演特集号には上記原稿の抜粋を掲載させていただきました。全文を本号で掲載いたします。禰占奈美江さん、ありがとうございました。シャンテ子）





団員投稿「ブザンソン国際指揮者コンクール優勝記念演奏会によせて」（Ａ池内サチ子）


　４月１６日の東京は４℃。夕方からは嵐のような風と冷たい雨でしたが、演奏会場は満席でした。林　光先生が始めに、「山田和樹さんは、今日まで真摯な態度で努力し、音楽に取り組んでこられたからこそ、コンクール優勝という結果を生んだと思います。」とお祝いのスピーチをされました。


　山田和樹先生ご自身もご挨拶で、「東京混声合唱団と一緒に、日本中の学校を廻り、２００回もの演奏会をやってきた事が正しかったんだと思いました。そして優勝の冠を頂けたのも、東混との共演の成果です。」と話してくださいました。朝６時から夕方まで、一日に３校演奏したこともあったそうです。大変なスケジュールをこなして、努力を積み重ねてこられてきたのです。


　演奏会のプログラムの第一部は、ブラジル風バッハ第９番で、バリトンの響きから始まり各パートの響きが相混じって共鳴し、目を閉じるとまるでフルオーケストラを聴いているような迫力の素晴らしい演奏でした。続いて、「コンダリラ[滝の精]・ジェリコの戦い・エーデルワイス・夢みたものは・・・」。「混声合唱とピアノのための『夢の意味』（作曲の上田真樹先生も会場で聴いておられました）・ディズニー映画『南部の唄』よりジッパディードウーダー」でした。


　第二部は、武満徹―混声合唱のための「うた」より、「小さな空・島へ・恋のかくれんぼ・小さな部屋で・死んだ男の残したものは」、三善晃混声合唱組曲「五つの童画」より「Ⅰ.風見鶏・Ⅱ.ほら貝の笛・Ⅲ.やじろべえ・Ⅳ.砂時計・Ⅴ.どんぐりのこま」でした。どの曲も、山田和樹先生の魔法の手により、東混の素晴らしい音色のハーモニーが会場全体を温かく包み、素晴らしく素敵なひとときを過ごせました。演奏後、楽屋口で山田先生の追っかけファンの人が待っていて、なんと鹿児島県からも来られていました。日本中を廻って演奏されてきた証です。


（紙面編集の都合で原稿の前半は５月合宿号に掲載しましたので、後半を本号で掲載いたします。池内サチ子さん、ありがとうございました。シャンテ子）





「中野政則様」みなさん、覚えておられますでしょうか。前回「筑後川」を演奏したときに、いろいろと資料等をお送りいただいた方です。久留米在住で、故石橋幹一郎に團伊玖磨氏を引き合わせられて以来、30数年間に渡り團さんの九州での公演・作曲活動をサポ－トされてこられ、現在、「團伊玖磨さんの音楽を楽しむ会」の代表をつとめておられます。今回、私たちが「筑後川」を再演するというお便りをチラシを添えて差し上げたところ、下記返信が届きましたのでご紹介させていただきます。（Ｔ：おかだ）以下、［中野政則様より］


「嬉しい嬉しいお便りをいただきました。よくぞ覚えておいていただきました。有難うございます。森岡先生のご逝去の報、残念でございましたね。その思いをこめられてのその後のご活動、そして「筑後川」を愛される貞松先生による14回定演。武満徹さんを日本の洋楽界の後継者にと、中国にも同行された團先生でしたが、こちらも残念ながら若くして亡くなられました。武満さんの曲で定演がはじまるのですね。木下牧子、信長貴富両氏の作品が続き、すばらしいプログラムですね。7/18とんで伺いたい気持ちです。同一日に、柳川市での実行委員会（来年の「筑後川」）が予定されており、やりくりできたら、と思っています。「筑後川」を愛して下さっている全国の方々が、團先生の遺志を継ぎ、2002年から毎年、流域コンサ－トを続けておられます。「ハ－モニ－」誌でご存知かと思います。来年は團先生の没後10年を記念し、柳川市（白秋の故郷）での開催です。同封の資料に日程など紹介しておりますが、よろしければお二人でも三名でもお出かけください。HPも拝見させていただきます。本当にありがとうございました。」（文章はシャンテ子古畑が若干調整しました。なお組曲「筑後川」が常に全国規模で演奏されていることはＰ３のコラムに書きました。）








が個人レッスンを受けました。


練習曲は「ＨＡＮＡ」。「りんご・・」から「花」までみっしりやりました。終わりには譜面を外しました。覚えてしまえそうです。覚えようや、男声の皆さん！





六月五日（土）六時半から


　福井先生のＶＴ。タマゴをのどの奥に立てましょう。そのタマゴがだんだん大きくなっていくイメージ。自分から音の天井を勝手に決めないことなどの助言で声出しをしました。


　練習曲は「翼・死んだ男・・


○△」。音の確認、リズムの縦をそろえる、フレーズの意識とブレス取りなど確認し仕上げていきました。「おんがく・樫の木」。最後は「歌声を世界に」の手話等の確認でした。











